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４． 編集後記
　『古代東ユーラシア研究センター年報』第 3号をお届けいたします。
　平成 26 年度からスタートした研究プロジェクト「古代東ユーラシア世界の人流と倭国・日本」
も本年度で 3年目を迎え、ちょうど折り返し地点となります。
　本年度は、前近代における文化・文物の「移植者」・「媒介者」となった「外国人」の動態の総
合的検証と列島内に形成したコミュニティに関する文献・考古資料の検討を行うこととしまし
た。これに基づいて、平成 28 年 7 月 16 日（土）に第 1回シンポジウム「古代東ユーラシアにお
ける『人流』と地域社会」を開催いたしました。シンポジウムでは、胡戟先生に ｢新出墓誌とそ
の重要性－大唐西市博物館所蔵墓誌を中心に－」、拝根興先生に ｢唐における高句麗・新羅・百
済人の活動とそれに関する史料｣、栄新江先生に「新出墓誌から見る入唐西域人の活動」、河内春
人先生に ｢古代東アジアにおける政治的流動性と人流｣ というテーマでご報告いただきました。
中国・西安出土の唐代墓誌を中心に検討し、古代東ユーラシアにおける人の移動と活動内容につ
いて把握することができたと考えております。これらの研究成果は、本誌の「特集　古代東ユー
ラシアにおける「人流」と地域社会」に掲載しております。
　平成 28 年 11 月 19 日（土）には、第 2回シンポジウム「東ユーラシアにおける移動と定着」
を開催し、日本列島における人の移動と交流・交易について検討をおこないました。シンポジウ
ムでは、武廣亮平先生に ｢日本古代のエミシ移配政策とその展開」、田上勇一郎先生に ｢中世国
際貿易都市『博多』の調査成果｣、柳原敏昭先生に「中世初期日本国周縁部における交流の諸相」
というテーマでご報告いただき、日本列島の南北における古代～中世の人の移動とアジアとの交
流・交易関係を明らかにすることができました。これらの研究成果につきましても、本誌の「特
集　東ユーラシアにおける移動と定着」に掲載いたしました。ご報告・ご寄稿いただきました諸
先生方に深く感謝申し上げます。
　また、昨年度、平成 28 年 2 月 4 日（木）～ 2月 6 日（土）に行った備中、備前、播磨地域に
おける現地調査と研究会の成果につきましても本年報に掲載いたしました。これに関連して、研
究会でご報告いただきました坂江渉先生にも研究論文をご寄稿いただきました。あらためてお礼
申し上げます。
　本年度も、本プロジェクトの研究対象に基づいて、国内・国外において資料調査をおこない、
東ユーラシアにおける人流に関する最新の資料を入手することができました。これらの成果につ
きましても、次号以降の年報でご報告していきたいと考えております。来年度は、「古代の日本
列島における渡来人集団および渡来系文化」および「ベトナムなど周縁国と日本の人流」などに
関するシンポジウムや研究会、現地調査を行う予定です。本プロジェクトに関して、忌憚のない
ご意見を賜れれば幸いです。
（高久健二）
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